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i 協働のあり方についても思うことは多いが、別の機会に譲りたい  
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としない言説すら存在するのである。この問題は、まさに、容易に定義すること
ができない「意地悪な問題」そのものである。そこでまずは既存の院内学級の現
状や、「病院で学ぶ」ということについてより深く知るために、ボランティアと
して院内学級に通うことから始めることにした。 
約1年が経った今、分かったことや得られたことも多いが、具体的に何かを始
められるようなところには至っていない。しかし、小手先の問題解決、例えば私
がボランティアの日数を増やし、高校生の勉強を見るというその場凌ぎの方法
では、根本的な問題解決にはたどり着けないだろう。このケースにおいても制
度的環境によって規定されている、当たり前としての現状の様式を理解し、持
続可能な形で解決策をデザインしなければ本当の意味での解決にはつながらな
いのである。これに対する解はまだないし、今の私では力不足かもしれない。そ
れでも今できる目の前のことをやりながら、引き続き問題の定義とその解決に
向けた取り組みを続けていきたい。 
 
5 おわりに 
さて、私はこの論考で私たちのデザインを社会の様式をデザインする行為と
位置付け、制度論の議論を絡めながら自分なりの解釈を与えようとした。しか
しながら、言葉足らずな上、抽象的な話になってしまった部分も多い。駆け出し
の論考ということでそのあたりはご容赦いただきたい。また、結局のところ社
会のデザインにおける方法論や、デザイン「学」とは何かという問いに対して答
えを得るには至ってはいない。しかし、一つだけ確かなことは、それが実社会で
の実践を伴う学問であるということである。例えば社会学者は社会を分析し、
それを巧みな言葉で炙り出してきた訳だが、私たちはそこで留まるわけにはい
かない。社会を分析する方法論としてそれらを取り込みながら、社会をデザイ
ンしていかなければならない。実践することへのマインドセットはデザイナー
の方達から学ぶことが多い。私たちは問題をとかく頭の中だけで考えようとし
がちであるが、問題解決の実践においては、reflection-in-action（＝行為の中の
省察）から得られることは多い。ロジカルに考えながらも手を動かし実践し、そ
こから学び、また考える。このサイクルを繰り返しながら、デザイン「学」に取
り組み、そして今はまだ朧げで抽象的にしか書けなかったこの論考の内容も、
もっと具体的な理論、方法論として綴り直すことができればと思う。最後に、文
中何度か私たちのデザインという言葉を使ったが、これは私なりの解釈であり、
一つに定義しようという意図はない。しかしその一方で、京大デザインスクー
 16 
 
ルでデザイン「学」を学ぶ、もしくは学んだ者として、この先どのような方法や
マインドを持って社会のデザインに取り組むべきか、そんな共通のアイデンテ
ィティに対する疑問がないわけではない。誤解を恐れずに言えば、それを実践
の中で構築し明らかにしていくことも、私たちのデザイン「学」の一つの側面な
のかもしれない。 
 
「デザイン学」への問い 
+ 私たちのデザイン行為をどう説明するか 
+ デザイン「学」を学ぶ私たちが獲得する共通のスキルや精神のようなものは存
在するか 
